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国連をあなたのキャリアプラン
に� P2-3

国連広報センターのウェブサイ
ト、リニューアル� P4

INSIDE

国連を「自分事」として感じてもらいたい

私と国連との出会いは、1990 年代半ば、勤務先の日本のテレビ局を休職し、
ニューヨークのコロンビア大学国際関係論大学院に留学していた頃に遡ります。
クラスメートに国連 PKO ミッションで働いたことがある学生がいたり、国連職
員が実務家の講師として招かれるセミナーや国連幹部が登壇するシンポジウムが
頻繁に催されたり、それまでテレビのニュースで見るばかりだった国連との距離
が、その舞台裏で懸命に働く人々の姿を知ったことで、ぐっと縮まった感があり
ました。

その後、国連機関でのインターンシップをきっかけに JPO の試験を経て、マス
コミから国連機関の世界に転身したのです。それから 17 年を経て、このたび国
連広報センター所長に就任する機会に恵まれたことを、大変名誉に感じています。

国連広報センターは、国連にとって重要国である日本において、唯一の国連事務
局直属の出先機関です。その意味で、日本と国連とをつなぐ「結節点」としての
役割を担っています。これまでのマスコミでの経験と国連機関での経験とを融合
させ、国連の取り組む幅広い分野の課題と活動について、わかりやすく発信する
ことを心掛けたいと思っています。

シリア危機のニュースなどで、「国連」の名前がニュースに登場しない日はない
と言っても過言ではないでしょう。でも、実際に国連がどのような役割を果たし
ているか、活動をしているのかは、想像しにくいかもしれません。地道な活動を
忍耐強く重ねる「人」の姿と具体的な「アクション」を伝えることで、理解を広
げていきたいと考えています。

国連の日本人職員の情熱と活躍についても、国際舞台で働くことを目指している
人たちのロール・モデルとして、もっと多くの人たちに知っていただきたいと思
います。そして、UN アカデミック・インパクトや UN グローバル・コンパクト
のネットワークなどを活用しながら、大学や企業など、民間部門との連携にも力
を入れていきたいと願っています。日本で今一層重視されている「ダイバーシ
ティー」や「女性が輝く社会」という価値観も、国連が推進するものです。

より多くの方々に国連の活動をもっと身近に、自分事としてとらえていただける
よう、どうぞ皆さんのお力をお貸しください！　ご協力のほど、どうぞよろしく
お願いいたします。　　　　　　　　　　　（根本かおる 国連広報センター所長）　

潘基文（パン・ギムン）事務総長の
任命を受け、2013 年 8 月 28 日付で
東京の国連広報センター（UNIC）の
新しい所長に根本かおるが就任しま
した。

今号は「国連で働く」を
テーマにしたスペシャル号で

お届けします。
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国連で働く日本人職員には、早くか
ら国連を目指していた方も多くい
らっしゃいますが、私が国連で働く
ことになったのは、偶然が重なって
のことです。

日本のテレビ局に報道記者として勤
めていた私は、報道ウーマンとして
生き残っていくために専門性を持ち
たいと思い、会社を休職してアメリ
カの大学院に留学しました。大学院
で在籍した人権・人道問題専攻科は、
学生の途上国でのインターンシップ
を渡航費の補助をして奨励していま
した。時は緒方貞子さんが UNHCR

（国連難民高等弁務官事務所）のトッ
プとして陣頭指揮にあたっていた頃
のこと。難民問題に関心のあった私
は、「当たって砕けろ」の信条のもと、
UNHCR 本部で働く見ず知らずの日
本人の方に電話とファックスでお願
いし、ネパール事務所で 4 カ月間イ
ンターンとして働かせてもらう幸運
に恵まれたのです。そのおかげで、
ネパールのキャンプで避難生活を送
るブータン難民たちから、非常に多
くのことを学ばせてもらいました。

この出会いが私を突き動かし、JPO
の試験を経て、マスコミから国連機
関の世界に転身したのです。

「2 年だけだから」と日本で働く夫を
説得し、トルコに JPO として駐在し
たのを振り出しに、当初の夫との約
束は反故にして、正規職員として国
連機関の本部やアジア・アフリカ・
旧ユーゴスラビアの国連の人道援助
活動の最前線をはじめ、南北アメリ
カ地域以外のあらゆる大陸を転々と
渡り歩いてきました。そこでの出会
いや悲喜こもごもは、お金では買え
ない、大きな財産になっています。

こうした経験をもとに、日本の若者
や関心のある社会人の方々に国連で
働くことについて話す機会も少なか
らずあります。そこで一番よく受け
たのは「どのようにしたら国連に入
れるのですか？」という質問です。

「HOW TO」に集中する質問に、私
は い つ も こ う 逆 質 問 し ま す　 －　

「あなたは、何をしたいのですか？」

私が出会った国連機関で働く人々
は、程度の差こそあれ、強いミッショ
ン意識、つまり「WHAT」を強く抱
いています。かく言う私も、子ども
の頃に 4 年間過ごしたドイツで、肌
の色の違いから区別された体験や、
社会に出てから働く女性として苦労
したことから、「マイノリティーの
権利」について関心を持って取り組
んできました。大学や大学院で国際
人権法を専攻したことも、報道ウー
マンとして働く女性の環境について
取り組んだことも、そして国連機関
で難民の権利を守るために活動した
ことも、そして今、国連広報センター
で人権や多様性というような国連の
課題について発信していることも、

国連をあなたのキャリア・プランに
根本かおる�国連広報センター所長

ネパールでブータン難民 11 万人への援助活動を
所長として統括していた頃（根本かおる提供）
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働く組織は違っても私にとっては全
て一つの線の上にあるように感じて
います。国籍も言語も宗教も文化も
異なるスタッフをまとめてチーム力
を発揮するには、この WHAT がしっ
か り あ っ て ビ
ジ ョ ン を 明 確 に
示 せ る こ と が、
い か な る 現 場 で
も求められます。
そして、多国籍・
多 文 化 の チ ー ム
が 一 つ の 方 向 に
ま と ま っ て 力 を
出せた時ほど、や
りがいを感じさせ
てくれる場面はありません。

さらに、日頃日本で働いていると気
付かないかもしれませんが、日本で
当たり前とされていることが、実は
国連で大変な技能として重宝されま
す。例えば、提出の期日を守る。独
りよがりで決めるのではなく、関係
者と調整する。段取りを考え、役割
分担を明確にする。また、国連はや
やもすると欧米系中心の組織と思わ
れがちですが、国連の現場となるの
は圧倒的に非欧米圏の途上国や紛争
国の現場です。そこで日本人の持つ
思いやりや中庸の精神にもとづく感
性を存分に発揮することができれ
ば、高く評価されます。

私自身、アフリカのブルンジ、旧ユー
ゴスラビアのコソボ、ネパールと
いった民族対立や紛争で傷ついた地
域で働いた際には、この地域の紛争
に加担せず、焼け跡から短期間で復

興を遂げた国と
して尊敬を集め
る日本出身者と
して、対立する
民族双方から中
立的な存在とし
て信頼を受けて
仕事をすること
が で き ま し た。

日本人であること
に対して、これほ

どありがたく思ったことはありませ
ん。いかがですか？　国連での仕事
がちょっと身近に
感 じ ら れ ま せ ん
か？

私自身が民間企業
出身であることも
あり、民間で専門
分 野 を 培 っ た 人
に、その発展形と
して国連を職場と
することをイメー
ジしていただけた
らと思います。あらゆる国連の組織
に広報のみならず、財務、人事、法務、
IT、調達などの部門があり、即戦力

となる人材を求めています。民間部
門で養った専門性をまさに活用でき
る分野です。あなたの才能と可能性
を地球規模課題の解決という「国際
益」「地球益」に結びつけることに、
是 非 ト ラ イ し て み て く だ さ い。

「WHAT」の意識を強く持っていれ
ば、自ずといろいろな世界が開けて
くると、私は自分の経験から信じて
います。

そして、HOW TO が学べる様々な機
会については、国連・国連諸機関も、
日本政府も様々な場を提供していま
す。その第一歩として、国連・国連
諸機関が意欲のある日本人を対象に
開く「人事ミッション」に参加する
とともに、外務省国際機関人事セン

タ ー（http://
www.mofa-irc .
go.jp/） や 国 連
広報センターの
ウ ェ ブ サ イ ト

（ h t t p : / / w w w.
unic.or.jp） を 詳
しく調べてみて
ください。私が
国連機関に入っ
た 頃 は、 こ の よ
う な サ ー ビ ス は

ほとんどありませんでしたから、羨
ましい限りです！　多くのヒントが
学べることと思いますよ。

中満�泉�国連平和維持活動（PKO）局�アジア・中
東部長。コンゴ民主共和国・東部にて（本人提供）

山下真理�国連政務局アジア・太平洋部部長。写真
は 2010 年にネパールの元反体制派の武器収容所
を視察した際の様子（本人提供）

国連広報センターをはじめ、日本
に拠点を持つ国連機関の多くがイ
ンターンを受け入れています。
根本かおる所長も、山下真理前所
長も、インターンを経て国連職員
になっています。インターンシッ
プをぜひ体験してみては？

インターンとして、国連を中から体験してみる

～インターン経験者の感想から～

“ 生きた国連とその仕事について垣間見
ることができた ”
“ 世界の情勢や各紙の報道姿勢の違いを
知ることができたことは、ジャーナリズ
ム専攻の自分にとって大きな糧だった ”
“ 同じ分野に興味を持っている仲間に出
会え、留学する上でとても感化された ”http://www.unic.or.jp/working_at_un/internship/
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国連だより ご存知ですか？　国連広報センターの公式ウェブサイト（www.unic.or.jp）が 8 月下
旬に大幅リニューアルしました。国連情報をより容易に入手していただけるよう、サ
イト内の回遊性の向上を図るとともに、国連に関する理解を一層深めていただこうと、
様々なコンテンツを新規に追加し掲載しています。「国連で働く」では、国連の採用
に関する専門サイト UN Careers から、国連職員に求められる資質や採用プロセスな
どを日本語でご案内しています。ぜひ一度ご覧ください。 

ウェブサイト、変わりました！

新しいウェブサイトでは、国連に関
する様々な情報を、「基本情報」、「主
な活動」、「資料・映像」、「ニュース・
プレス」、「国連で働く」の 5 つの主
要なカテゴリーに分類しています。

◆基本情報
総会、安全保障理事会（安保理）、
経済社会理事会（経社理）など国連
の主要機関や、WHO やユネスコな
どの専門機関を含めた、国連システ
ムに関する基礎的情報をお届けしま
す。日本に事務所を構える国連機関
も紹介しています。

◆主な活動
「国連の基礎知識 2012 年改訂版」
（国際連合広報局作成、関西学院大学総合政策学部発行、
関西学院大学出版会発売 ISBN978-4-86283-115-6）の
テキスト全文を掲載し、平和、開発、人権、人道、環境、
軍縮、国際法などにまたがる幅広い国連活動に関する
情報を提供します。

◆資料・映像
「資料」のカテゴリーにおいては、国連の総会、安保理、
経社理、人権理事会などの決議 / 声明、事務局文書など、
国連の公式文書を邦訳し、機関ごとに分類して掲載す
るとともに、それぞれの機関の手続き規則も邦訳し、

掲載しました。また、「映像」では、
国連本部（広報局）や国連諸機関
が 制 作 し た ビ デ オ を YouTube の
UNIC チャンネルを通じて日本語字
幕付き（一部吹き替え）で紹介し
ています。国連事務総長のメッセー
ジをはじめ、平和と安全、人権、
開発や平和維持活動など様々な映
像もご覧いただけます。

◆ニュース・プレス
記者会見やイベントなどのお知ら
せ、事務総長メッセージや声明、
演説、国連の取り組みに関する背
景資料など、ニュース性の高い最
新情報（日本語）をわかりやすく
整理・分類してお届けします。

◆国連で働く
将来、国連で仕事をしたいと考えている方のためのペー
ジです。国連の採用に関する専門サイト UN Careers か
ら、国連職員に求められる資質や採用プロセスなどを
お届けします。

この他、新たに「用語集」のコーナーを設け、拒否権、
ミレニアム開発目標（MDGs）など、国連に関連する
用語を短い言葉でわかりやすく説明しています。


